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1 は じ め に

本県特産果樹であるセイヨウナシ `ラ・ フランス'の摘

花・摘果作業に要する時間は10a当 たり約50時間で,年間

作業時間に占める割合は30%程度である。本県では数種の

果樹を栽培している農家が多く, `ラ・ フランス'の摘花・

摘果時期はオウトウ,リ ンゴ,モ モ等と労力競合すること

が多い。このため,高品質果実生産の観点からも樹種間の

作業分散技術の確立が求められている。本試験ではエテホ

ン剤による `ラ・ フランス'の摘花・摘果効果を検討 した。

表 : 試験区の構成

島島葛
番開花期  12

鯉
1996年 開融糊

1995～ 1999年の 5カ 年間,エ テホン剤 (商品名エスレル1の

を表 1の処理時期に処理濃度1000倍で散布した。なお,散
布方法は試験 1に準じた。試験規模は1区 1～ 2亜主枝単

位とし3反復で行った。 1区につき,無作為に選んだ30～

50花そうについて,開花数と満開 4週間後の結実数を調査

した。

0)試験 3 エテホン剤の花序別結実率の検討

1996,1999年 に開花始期,満開期,満開 3日 後及び満開

14日後にエテホン剤を散布し,花序別に開花数と満開 4週

間後の結実率を調査した。なお,処理方法及び試験規模に

ついては試験 2に準じた。

14)試験4 エテホン剤処理による果実品質の検討

1999年に試験 2の調査果実について,追熟完了時の果実

品質を調査した。なお,仕上げ橋果は満開34日 後 (6月 2

日)に行った。

3 試験結果及び考察

0)試験 1 エテホン剤の摘花剤としての使用濃度の検

討

本剤を摘花剤として使用した場合,1997年 には500倍で

有意な差が認められ (表 2),1995,1996及び1999年には1

000倍でも摘花効果が認められた (表 3)。 ことから本剤の

表2 処理濃度が結実に及ぼす影響 (1997年 )

処理濃度 花そう開花
満開28日後

花そう結実 花そう結実 総結実率(%)

5月 3日

満開期

満開3日後
鯉

5月 6日

1997年  満醐
5月 1日

無処理
1998T 満開期

4月 23日
無処理

1999年  開花始期

満開3日後

満開14日 後

無処理

4月 28日

処理濃度 :1000倍

2試 験 方 法

は)試験 1 エテホン剤の摘花剤としての使用濃度の検

討

1997年に当試験場内植栽の `ラ・ フランス'/ヤ マナシ

(9年生)を供試し,エ テホン剤 (商品名エスレル10)を

満開期 (5月 1日 )に 500,1000及 び1500倍 で電動噴霧器

を用いて花そう全体が十分濡れる程度に散布 した。試験規

模は 1区 1～ 2亜主枝単位とし3反復で行った。 1区につ

き,無作為に選んだ50花そうについて,開花数と満開28日

後の結実数を調査 した。
12)試験 2エテホン剤の使用時期及び効果の検討

当試験場内植栽の `ラ・ フランス'/ヤマナンを供試し
,

注 ダンカンの多重比較により同一文字間には1%レ ベ

ルで有意

使用倍数は500～ 1000倍 と考えられた。 また,樹勢の弱い

樹では500倍で過剰落花が観察されている (表省略)。 この

ことから,摘花剤としての使用濃度は1000倍が適当と考え

られた。

●)試験 2 ェテホン剤の使用時期及び効果の検討

処理 3時間後に311の 降雨のあった1998年を除き,5カ
年中 4カ 年で本剤の摘花・摘果効果が認められた。

処理時期については,年次変動が大きく適期を特定する

には至らなかったが,使用目的が摘花剤の場合は開花始期

500倍

1000倍

1500倍

72
68
71

1 2      689'      176b

1 7      873'°     253・ b

16     781・ b    234'。

無処理 312'67 21 91 9
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表3 処理時期別の花そう当たり開花 (結実)数と花そう結実率 (1995～ 1999年 )

試験年次   処理時期   開花始期   満開
機f間

後 花そ

i鯨季

率

    (%)     (%)
1995年   開花始期      69      22      910     320      64

満開 4週間後の  総結実率  摘花 。摘果効果

9193・ 4番開花期   67
満開期       65

満開3日 後

13            737
17

20

880
810

778
678
767

263
19 3

455
344

19 5

167

121
191

67
178

12 1

149

無処理       69      27      930     384
1996年   開花始期      63      17      680     273      249

64
無処理       65      34      980     522      -

1997年   満開期       68      17      873     253      59
無処理       71      21      919     312      -

1998年   満開期       62      23      899     879      -
無処理       63      21      847     333      -

1999年   開花始期      72      14      789     209      107
満開3日 後

満開14日後

75 15

満開期       64 29
22

7 3                1 2

無処理       69 316      -
注 満開 4週間後の調査月日:1995年は満開後29日 ,1996年は同37日 ,1997年は同29

1998年 は同28日 ,1999年は同33日。

～満開3日 後まで,摘果剤の場合は満開14日後頃が適当と

考えられた。

なお,処理効果については,1998年を除くと無処理樹に

対する処理樹の摘花・摘果効果は,平均131%,最大249

%,最小59%であった (表 3)。

13)試験3 エテホン剤の花序別結実率の検討

本剤使用により,いずれの花序でも無処理と比較して結

実率は低下 した。また,果実肥大が良く高品質果実生産が

期待できる2～ 4番花については,2ケ 年とも過剰落花

(落果)は認められなかったことから (図 1),実用上の問

題はないと考えられた。

(41 試験4 エテホン剤処理による果実品質の検討

本剤使用による1果重や果実品質の低下は認められなかっ

た (表 4)。

表4 追熱完了時の果実品質 (1999年)

処理時期  鷲 昇  
果

呑
g度

 果皮色 屈

な「 芦

滴

ぉ番

率

●  4  5  0  ,  3  041序

花序別の結実率 (1996,1999年 )

開花始期  2909  26  39  147  018
満開3日後 2900  27  38  147  020
満開14日後 3040  25   40   152  021
無処理   3027  27   39   149  019
10月 15日収穫,予冷 2℃32日 ,調査月日12月 8日 。

4 ま

エテホン剤による摘花・摘果効果は,試験年次,処理時

期によって変動がみられるが,満開 4週間後の総結実数が

無処理樹と比較して平均で131%少 なく,効果があるもの

と考えられた。また,本剤使用により2,3番花の過剰摘

果や果実品質低下は認められなかったことから,摘花・ 摘

果剤としての実用性が高いと判断された。

使用方法は,使用濃度として1000倍 ,使用時期は摘花効

果をねらうとすれば開花始期～満開3日 後とし,摘果効果

を目的とする場合は満開 2週間後が処理時期と考えられた。

次に散布液量は10a当 たり200～300′ とし,立木全面散布

とする。

使用に当たっての留意点としては,樹勢が弱い場合や結

果数が少ない場合,過剰摘果の恐れがあるので注意が必要

なことや,本剤を使用した場合でも仕上げ摘果は遅れない

ように実施することが大切である。
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図 1
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